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要 旨 

これまでの医療安全に対する教育としては、看護手順に基づいて考えることを最優先に、机上の演

習を取り入れてきた。しかし、医療安全の教育においても、シミュレーションという方法を用いるこ

とで、臨床でインシデントなどが起きた場合でも、新人看護師自身で複数の可能性を考えて行動でき

るようにすることを目的とした「インシデント体験型シミュレーション」を考案した。この研修の学

習到達目標は、インシデント体験時の自己の傾向と医療安全に関する課題に気づくこととした。 
シミュレーションでは、敢えて失敗するようなシナリオ構成とし、自己の動画を振り返り素材とし

て用い、シミュレーションにおける、自己の思考・判断・行動を一連のプロセスとして振り返ること

ができるようにした。その結果、インシデント体験時の自己の傾向に気づくことができた。ただ、新

人看護師自身で自己の傾向に即した今後の対策につなげることは、難しいとわかった。 
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Ⅰ．はじめに 

近年、新人看護師がインシデントを契機に極度

の不安を伴うようになり、思うような実践ができ

ずに早期退職へとつながるケースを経験してき

た。Ａ病院は特定機能病院であり、高度で先進的

な医療を提供している。そのため、看護師には、

基本的な知識・技術に加え、日々進化する医療に

応じた、より専門的な能力が求められ、それは新

人看護師であっても同様である。これまでの医療

安全に対する教育としては、看護手順に基づいて

考えることを最優先に、危険予知トレーニングな

どの演習を取り入れてきたが、それは、机上での

学習が中心であり、学習効果に疑問があった。例

えば、模擬事例（静脈血採血：以下、採血とする）

を用いた研修で、患者の適正なアセスメント・採

血前の「同定」「照合」の必要性の理解・起こり

えるリスクについて検討できたにも関わらず、そ

の後に実施したシミュレーションでは、患者の

「同定」「照合」を正しくできた者の割合は 70％
に満たないという結果に終わった。このことは、

机上での学習によって理解したとしても、シミュ

レーションでは、考えていた通りにできない場合

があるということを意味している。 
シミュレーション教育とは、「実際の臨床場面

を模擬的に再現して、その学習環境下で、学習者

が実際に経験し、それを振り返り、知識と技術を

統合していくことから、実践力を向上させる教育」
1）とされている。したがって、臨床では、限られ

た時間の中で複数の患者に対して、優先度を考え

た看護の提供が求められるため、その複雑な状況

に対応する「多重課題」のシミュレーションも取

り入れてきた。これまで実施してきた「多重課題」

のシミュレーションは「状況を設定し複数の看護

技術を組み合わせた多重課題の実施」2）、「模擬

患者とのコミュニケーションを含めた多重課題

シミュレーション」3）などがある。 
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一方、新人看護師の背景は、卒業校により看護

技術の経験度が違う、新卒でも社会人経験がある

者がいる・コミュニケーションを苦手とする者が

いるなど、年々多様化してきている。そこで、新

人看護師教育では、すべての者に同じプログラム

を提供するのではなく、新人看護師の持つ看護実

践能力や学習の理解度に応じた教育方法を模索

してきた。シミュレーションの振り返りとしては、

新人看護師が自己の課題を明確にできるように、

一人一人のシミュレーションの評価とそれに対

する受けとめ方に合わせてきた。例えば、他者か

らの評価が受け入れられない・間違えたことがわ

からない場合はシミュレーションを繰り返す・指

導者とのリフレクションで考えを引き出す・新人

看護師同士お互いに意見し合って方法を考える

などの方法である。しかしながら、研修で見出し

た自己の課題は、部署の指導者が最重要だと考え

ているその新人看護師の課題とは、一致すること

が少ないことが問題であった。 
以上のことから、医療安全の教育においてもシ

ミュレーションという方法を用いながら、新人看

護師の自己の課題を部署の指導者が、最重要だと

考えている課題と一致させることができないか、

また、インシデントを契機に早期退職へとつなが

るケースをなくしたいと考えた。 
新人看護師を対象としたインシデントの仮想

体験を通じて安全管理に必要なスキルを学ぶ機

会を提案した取り組みにおいて、「“アラームが発

生したという状況に慌ててしまい、本来行うべき

手順の一部が抜けてしまった”、“座学と違い、シ

ミュレーションをした後にディスカッションを

する事で状況をよりリアルに体験する事ができ

た”などの意見がみられた」4）との報告がある。ま

た、看護におけるシミュレーション教育にとって

必要なことは、看護教育だけの小さな世界に閉じ

こもらず、多職種・他業界・他学部との交流を通

じて、新たな発想の研究を模索すべきではないか
5）との報告があり、これらを踏まえて人間科学部

の公認心理師と協働し、現場では繰り返し実践す

ることができないインシデントをテーマにする

ことを検討した。 
そこで、新人看護師が、臨床で何かが起きた場

合でも、複数の可能性を考えて行動することを目

的として「インシデント体験型シミュレーション」

を考案した。本稿では「インシデント体験型シミ

ュレーション」の効果について報告する。 

Ⅱ．倫理的配慮 
このインシデント体験型シミュレーションの

効果について、資料として掲載することに、看

護部の了承を得た。 
 
Ⅲ．研修の概要 
1. テーマ 

インシデント体験型シミュレーション 
2. 研修のねらい 

 新人看護師であっても確実に医療安全（同

定・照合・手指衛生）を遵守する 
 医療安全における確認行動や感染予防行動

の必要性を知る 
3. 学習到達目標 

単に手順に従った看護技術のシミュレーショ

ンでは、覚えている手順を遂行できるかどうか

を明らかにするだけとなる。そこで、インシデ

ントを体験させることで、自己がどのような行

動や思考をするか振り返り、以下の 2 点を学習

到達目標とした。 
 インシデント体験時の自己の傾向に気づく 
 医療安全に関する自己の課題に気づく 

4. 対象者 
2022 年 4 月に採用した新人看護師 107 名

（研修時間は 1 日 8 時間で 1 グループ 17～18
名編成とした） 
5. 実施時期 

2022 年 6 月（107 名を 6 グループに分け、そ

れぞれ別日に実施） 
6. 研修内容 
1）事前準備（シナリオ作り） 

新人看護職員研修ガイドライン（厚生労働省，

2014）では、「看護技術の到達目標に沿って研修

内容を組み立てる時には、単に手順に従って実施

するのではなく、「看護技術を支える要素」（表 1）
をすべて確認した上で実施する必要がある。」6）、

本来であれば「看護技術を支える要素」のすべて

を確認する必要があるが、今回の研修の実施時期

は、新人看護師が就職して 2 カ月しか経過してい

ないことから、この要素のうち『医療安全の確保』

にねらいを定めた。 
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また、すでに 4 月の研修で学習済みの看護技術

項目の一つである採血を選択した。採血の場面に

おけるインシデントの種類は様々であるが、新人

看護師全員が、手順のなかで必ず行うべき「スピ

ッツと指示書の照合」と模擬患者役が対象者全員

に仕掛けることができる「穿刺時の神経損傷の疑

い」とした。模擬患者の B 太郎さんは日常生活動

作に問題・アレルギーもなく、コミュニケーショ

ンも良好にとれる設定（表 2）とした。 
 

 
 

2）配置人数および役割 
模擬患者は、教育専従の副看護師長が担い、集

合研修と部署との連携を強化し、新人看護師の自

己の課題を部署の指導者が、最重要だと考えてい

る課題と一致させるため、評価者と勤務リーダー

役には部署の指導者を起用した。配置人数として

は、模擬患者と評価者・勤務リーダー役の 3 名で、

シミュレーションでは、評価者となりフィードバ

ック、グループワークではファシリテーターとな

って助言した。 
3）必要物品 

シミュレーション用：模擬腕、注射針、注射器、

採血管（逆血できるように準備）、駆血帯、採血

枕、採血管立て、酒精綿、テープ、トレイ、採血

指示書（検査予定患者一覧）、パジャマ、ネームバ

ンド、手袋、針捨て容器、ビニール袋 
動画撮影用：iPad®、三脚、テレビ会議システ

ム（モニター）、USB メモリ 
評価用：採血のチェックリスト、バインダー 

4）会場設定 
シミュレーション会場とは別部屋を準備した。

シミュレーションを実践する会場と離れること

でシミュレーションの内容を詮索したり、他者が

実践している音が聞こえたりしないよう配慮し

た。 
7. 評価方法 

評価者は、採血のスキルについて、看護手順を

元に、医療安全に関する項目をもれなく確認した。

模擬患者は、患者の視点で評価し、勤務リーダー

役は、報告する態度を研修態度等の項目で構成さ

れる「基本姿勢と態度評価表」（表 3）を元に判断

した。 

 

表 1 看護技術を支える要素 

＜医療安全の確保＞ 
 安全確保対策の適用の判断と実施 
 事故防止に向けた、チーム医療に必要なコミュニケ
ーション 

 適切な感染管理に基づいた感染防止 

＜患者及び家族への説明と助言＞ 
 看護ケアに関する患者ヘの十分な説明と患者の意
思決定を支援する働きかけ 

 家族ヘの説明や助言 

＜的確な看護判断と適切な看護技術の提供＞ 
 科学的根拠（知識）と観察に基づいた看護技術の
必要性の判断 

 看護技術の正確な方法の熟知と実施によるリスク
の予測 

 患者の特性や状況に応じた看護技術の選択と応用 
 患者にとって安楽な方法での看護技術の実施 
 看護計画の立案と実施した看護ケアの正確な記録
と評価 

表 2 看護技術シミュレーションの設定 

＜状況設定＞ 
 本日、日勤でＢ太郎さんを担当しています。 
 現在 11 時です。あなたは、勤務リーダーから「B さ

んの採血が追加になった。物品とか準備してあるか

ら、採血よろしくね」と言われました。 

＜シミュレーション時間内（10分間）ですること＞ 
 勤務リーダーから物品を受け取る 
 個室で模擬患者に対して静脈血採血をする 
 採血を依頼された勤務リーダーに報告する 

＜手順通りでないこと＞ 
 手渡されたスピッツは 1 本であった（電子カルテ上
でのオーダーは 3本で、先輩からは 1本しか渡され
なかった） 

 穿刺時に痛みやしびれを訴えられる 

表 3 基本姿勢と態度評価表 

話を聞く時に目線をあわせる、などしている 

 話をしている人の方向を向いていない 
 椅子にもたれている 
 腕や足を組んでいる 

指示を聞いて、わからないことは相談している  

 指示を最後まで聞いていない  
 指示した行動ができない 

指導に対して、適切な返事をしている 

 指導した時に反論する  
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また、医療安全に関する自己の課題に気づい

たかについては、シミュレーションの他者評価

を踏まえて研修シートに記載できたか・シミュ

レーション直後に新人看護師が、記載した自己

の傾向を踏まえて研修シートに自己の課題が記

載されているかで判断した。 
8. シミュレーションのシナリオ 

 勤務リーダーからあらかじめ用意された物

品とスピッツを手渡されるところから始

め、新人看護師は、B 太郎さんの個室を訪

室し、採血を実施する。 
 B 太郎さんから穿刺時に「痛い」「びりっと

痛い」と訴えられる（表 4）。その後、各々

が考える対応を取り、個室から退出する。 
 依頼された勤務リーダーに報告して終了す

る。 

 
9. 具体的な進め方 

シミュレーションは自己の行動を他覚的に振

り返るため、訪室から勤務リーダーへ報告する場

面まで iPad®にて動画を撮影することの同意を

得て実施した。 
1） ブリーフィング（導入）：2 分 
 事前に状況設定を説明し、勤務リーダーから

物品を受け取り、時間内で手順に沿って採血

したのちに、報告するまでがシミュレーショ

ンであることを提示する 

2） シミュレーションの実施：10 分 
 新人看護師は、勤務リーダー役から「B さん

の採血が追加になったからよろしくね」とあ

らかじめ用意された物品とスピッツを手渡

され、各々が考える対応を試み、個室内の模

擬患者にコミュニケーションをとりながら

看護技術を実施する（図 1）。 
 途中でシミュレーションを止めることはな

い。 

3） 評価：3 分 
 個室内には 1 名の評価者がいるが、さらに 1
名の評価者は、室外に設置されたモニターで

シミュレーションの様子を確認する。 
 模擬患者と評価者、勤務リーダー役の 3 名は、

評価の視点に則り、フィードバック内容を確

認する。 
4） デブリーフィング（振り返り）：5 分 

 新人看護師は、自己ができたこと、できなか

ったことを評価者に口頭で説明する。 
 評価者は評価結果をフィードバックする。 

（1） 振り返り 
振り返りは、①採血の手順、②インシデント体

験時の自己の傾向、③医療安全項目に分けて実施

した（表 5）。 
新人看護師は、どのワークも、まずは個人で振

り返ったのち、グループでその内容を共有、また、

グループ毎に発表し全体で共有した。 

表 4 患者役のしかけ 

＜名前確認について ＞ 
 「名前を教えてください」と言われたら「B です」と答

える  
 「フルネームを教えてください」と言われたら「B 太郎
です」 と答える 

 何も言われなかったら、答えない  

＜穿刺時の対応 ＞ 
 左手穿刺されたときに、「痛い」「びりっと痛かった」
と答える  

 抜針後は徐々に痛みは軽快する 
 右手での再穿刺を促す  
 再穿刺時は疼痛やしびれはない 

＜その他＞  
 穿刺し真空管を挿入すれば、逆血（色付きの水）が
ある 

 再穿刺の際に逆血を認めない場合は、失敗とみな
す 

 3回目の穿刺はしない 
 座位にて待機するが、採血の際に「臥床してくださ
い」と言われたら臥床する  

図 1 研修の様子
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演習用紙（図 2）には、できたこと、できなか

ったことを明確にし、その思考と他の可能性、ま

た実施しない場合にどのような危険があるのか

を記載できるようにした。ワーク中に共有すべき

内容が不足している場合には評価者が助言した。 
 

 

（2） 研修終了時 
研修終了時には、学習到達目標の達成度につい 

て自己評価し、自己の課題を明確にした。明確に

なった課題は、研修シートに明記した。この研修

シートは、部署の指導者が集合研修によって導き

出された新人看護師各々の課題を確認し、部署に

おいて、課題解決のサポートをするために 2021
年度から開始した。新人看護師は、記載された用

紙を元に、部署の指導者に具体的に報告した。た

だし、研修前に部署の指導者へ研修のねらいも含

め、企画書を用いて研修内容を伝達した。これは、

部署の指導者が集合研修を理解することと、研修

後に、新人看護師が各々の課題を報告した内容を

臨床で実践できるようにサポートしやすくする

仕組みとした。 
 
Ⅳ．インシデント体験型シミュレーションの

効果（学習到達目標の達成度） 
1. インシデント体験時の自己の傾向に気づく 

新人看護師全員がシミュレーション終了時に

自己の傾向を記載できており、全員が目標を達

成した。具体的な内容として「手順を忘れる」

54 名（50％）、「焦ってパニックになる」28 名

（26%）、「何事もなかったかのようにする」22
名（21%）「その他（笑ってしまうなど）」3 名

（3%）などの記載があった。 
2. 医療安全に関する自己の課題に気づく 

シミュレーションの他者評価（図 3）では、穿

刺時に患者がしびれを訴えた時は、106 名（99％）

が症状を確認し抜針できた。しかし、勤務リーダ

ーに指示書を確認し、指示書と照合できたのは

18 名（17％）であった。 
照合しなかった 89 名（83％）はその理由とし

て、演習用紙の思考欄に「先輩から依頼されてい

るものは間違いがないだろう」と記載したものが、

67 名（75％）であった。また、手指衛生に関して

は、手袋装着前は 85 名（79％）が実施できてい

たが、手袋脱着後は 44 名（41％）、入室時におい

ては 38 名（36％）であった。 
これらのシミュレーションの他者評価を踏ま

えて研修シートに自己の課題が記載されていた

のが 98 名（92％）であった。そのうち自己の傾

向を踏まえて研修シートに自己の課題が記載で

きていたのは 42 名（39%）にとどまった。具体

的には「思い込みで行動しない」「マニュアル・手

順に沿った行動をとる」「焦りが生じた時こそ安

表 5 振り返りの内容 

採血の手順 
 患者本人であることの確認（同定） 
 リストバンドと検体ラベルの照合、指差し・声出し確
認 

 安全装置の作動 
 手指衛生 

インシデント体験時の自己の傾向 

医療安全項目 
 スピッツと指示書の確認 
 穿刺時のしびれ 

図 2 演習用紙
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全に気を配る」「指示の内容に疑問を感じた時は

先輩に相談する」などの自己の課題が挙げられて

いた。 
 

Ⅴ．考察 
1. インシデント体験型シミュレーションの効果 
1） インシデント体験時の自己の傾向に気づく 

全員に学習到達目標を達成させることができ

たのは、敢えて失敗する体験ができるシナリオを

作ったこと、失敗した時の自己の行動を映像で確

認することによって、客観視させたことであると

考える。 
全ての新人看護師が、インシデント体験時の自

己の傾向として、「手順を忘れる」、「焦ってパニ

ックになる」、「何事もなかったかのようにする」、

「その他（笑ってしまうなど）」などの状況に陥

ることを自覚できたことは、臨床で同様の状況に

陥った際に、予めその対策を講じて備えておくこ

とができる。また、部署の指導者も後輩の新人看

護師の傾向を知っておくことで、個別的にサポー

トすることも可能となると考える。 
2） 医療安全に関する自己の課題に気づく 
できなかったことに対して、自己の課題を記載

することはできても、自己の傾向を認識したうえ

でマニュアル通りでないことが起こった時にど

のような行動をとるかを想定して、今後の対策に

つなげることは、難しいことがわかった。 
自己でできたこと、できなかったことを明確に

し、シミュレーション終了直後に評価者からフィ

ードバックを得たことが、その後の振り返りに有

効であった。また、撮影された自分の動画を観る

ことで、フィードバックされた内容を再確認する

ことができていた。さらに、振り返りでは、結果

だけではなく、その行動を実施しなかった場合に

何が起こるのかを想像することで、行動の根拠を

確かなものとしたのではないかと考える。また、

その時の思考などを含めて自分ができなかった

ことを他者に正直に伝えることができたのも良

い経験となっていた。 
穿刺時に患者がしびれを訴えた時に、106 名

（99％）が症状を確認し抜針できたことは、マニ

ュアルに沿った行動に移すことができているこ

とを示している。しかし、勤務リーダーから採血

の依頼をされたときに、マニュアル通りに指示書

を確認し、指示書と照合できたのは 18 名（17％）

にとどまった。これは、新人看護師が採血の準備

をするのではなく、先輩から準備されたものを渡

された場合に、「先輩から依頼されているものは

間違いがないだろう」と判断（信頼）してしまう

者が多かったからである。先輩の依頼であっても

確認するためにはコミュニケーション能力も必

要であると考える。 
手指衛生については、5 つのタイミングで実施

することがわかっていても、「入室時にしたから

よいだろう」「早く採血しないといけないと思っ

て（焦って）忘れてしまった」など、習慣化する

までに至っていないことがわかった。 
2. 今後の課題 

今回の研修では、報告の内容は具体的に評価し

なかった。しかし、臨床においてはコミュニケー

ションスキルの一つである「報告」が新人看護師

の課題となることが多いため、今後は学習内容に

加えたい。 
評価と振り返りの在り方として、「評価は結果

ではなく、そのプロセスの一つひとつでねらいと

した力が身についたかを確認することである。ま

た成長のためには“自己評価”を抜かして考える

ことができない。大切なのは振り返り、その全体

を自分でみるという行為そのものである。」7）と

されている。つまり、指導者は、看護手順の項目

によって、できなかったことをフィードバックし

がちではあるが、なぜそのようにしたのかなど、

行動の理由を尋ねるように心掛ける必要がある。 
また、指導者は、手順を覚える・調べるなど机

上の学習を求めるばかりではなく、手順通りにい

かない経験を臨床で積ませる必要があり、その

時々で新人看護師の理解を確認し、当該新人看護

師の傾向に合わせながらサポートをすることが

課題であると考える。 

しびれ出現時の対応

手袋装着前の手指衛生

患者との照合

安全装置の作動

同定

手袋脱着後の手指衛生

入室時の手指衛生

指示書との照合

図3 スキルの他者評価 N=107
できた できなかった
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Ⅵ．まとめ 
新人看護師に対する看護技術研修において、

「インシデント体験型シミュレーション」を実施

した結果、インシデント体験時の自己の傾向に気

づかせることができた。ただ、新人看護師自身で

今後の対策につなげることは難しいとわかった

ので、今後は臨床の指導者とさらに協働していき

たい。 
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